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１．はじめに 
社会経済の変化、移動に対するニーズの高度化･

多様化、高齢化の進展、環境問題への対応など、

交通を取りまく社会情勢は急速に変化している。

特に、交通インフラの絶対的な不足の時代が終わ

り「つくる」から効率的に「使う」時代へと移行

していくなか、詳細な交通データを活用したきめ

細かな現況分析、予測及び評価を行い、結果をわ

かりやすく説明することが要求されている。 

現行の交通調査体系は、交通の流動状況や施設

整備状況の量的把握に主眼が置かれ、大規模かつ

マクロな調査で構成されている。また、このよう

な調査ではこれまで紙ベースのアンケート調査を

主として実施されてきたため、交通行動に影響を

与える要因やニーズを十分把握することができな

い。また、時代の要求を反映して多岐に渡る調査

項目が設定されてきた経緯があり、調査コストや

被験者の負荷の増大、データの精度低下などの問

題が生じている。 

一方、IT機器のめざましい発展により、GPS付

き携帯電話なども普及している。また、携帯電話

にプログラムを組み込み簡単なアンケートが実施

できる様になり、交通行動調査への活用可能性が

広がっている。 

本研究では、道路交通センサスやパーソントリ

ップ調査などで用いられている紙ベースの調査票

に一日の交通行動を回想して記入する従来の交通

行動調査（以下紙アンケート調査）と、GPS 付き

携帯電話とwebダイアリーを組み合わせたITを利

用した交通行動調査（以下WEB＋GPS調査）を比較

し、その精度の向上、調査の効率性、課題整理を

行う。 

 

２．調査概要 
愛媛県松山市を調査対象地域として、メールマ

ガジンを利用して 31 人の被験者を募集し調査を

行った。紙アンケート調査については、平成 16

年 12月 2日の平日の１日の行動を調査し、WEB＋

GPS調査については、平成16年 12月 5日～10日

までの平日５日間の行動を調査した。調査項目は、

道路交通センサスOD調査、パーソントリップ調査

と整合を図り、個人属性、トリップの状況などを

把握できるようにした（表２．１）。調査手順の概

要は図２．１に、本調査で活用したGPS付き携帯

とwebダイアリーを図２．２に示す。 

 

表２．１ 調査項目 
  今回調査 

（全手段） 
センサス OD調査 
（自動車のみ） 

PT調査 
（全手段） 

性別 性別 性別 
年齢 年齢 年齢 
使用者の住所 使用者の住所 居住地 
（被験者募集時に

勤務先を調査）  勤務(通学)先 

職業 職業 職業（産業） 
世帯人数  世帯人数  世帯人数 

世帯の状況 属性 

保有運転免許 保有運転免許 保有運転免許 
 使用燃料  
 初度登録年月  
保有台数 保有台数 保有台数 
ナンバープレート ナンバープレート ナンバープレート 
車種 車種 車種 
所有者 所有者 所有者 
1日の走行距離 1日の走行距離 1日の走行距離 

自動車の状

況 
自 動車

保 有状

況等 

主な運転者 主な運転者 利用可能な自動車

の有無 
移動目的 運行目的 移動目的 
出発施設所在地 出発地・施設 出発施設所在地 
到着施設所在地 目的地・施設 到着施設所在地 
出発時刻 出発時刻 出発時刻 
到着時刻 到着時刻 到着時刻 
乗車人数 乗車人数 乗車人数 
区間距離（自動車） 区間距離  

人（物）

の移動 

  荷物の輸送の有無 
端末交通手段  端末交通手段 
代表交通手段  代表交通手段 

 他機関からの乗り

換え有無  

 乗り変え交通機関  

モ ード

間情報 

乗車人数 乗車人数 乗車人数 
乗り IC・降り IC 乗り IC・降り IC 乗り IC・降り IC 経 路情

報 
 乗りフェリー・降

りフェリー  

駐車場所 駐車場所 駐車場所 

活動-行動の
状況 

滞 留場

所情報 駐車料金  駐車料金 
＊H11センサス OD調査，H10年東京都市圏 PT調査を参考とした  
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よく利用する施設を登録

出発
(出かける前
に)

出発
(出かける前
に)

経由
(移動中に)
経由

(移動中に)

到着
(到着時に)

到着
(到着時に)

帰宅後
(ダイアリーの
確認・修正)

帰宅後
(ダイアリーの
確認・修正)

※
移
動
の
度
に
繰
り
返
し

家を出るときに
ピッ！

会社に着いて
ピッ！

コンビニに寄って
ピッ！

サーバー

事前
(説明会や
自宅で)

事前
(説明会や
自宅で)

外出時
家庭訪問配付

事前事前

調査日調査日

事後事後

家庭訪問回収
（今回は、GPS+Web
調査説明会時に回収）

調査票記入

【【““アンケートアンケート””の調査の調査】】

（１２／２の１日調査）（１２／２の１日調査）

【【““GPS+WebGPS+Web””の調査の調査】】

（１２／６－１０の平日５日間調査）（１２／６－１０の平日５日間調査）

1日の行動履歴を、WEBダイアリーにて確認・修正

※普段通り

の移動

 

図２．１ 調査手順の概念図 

 

■WEBダイアリーシステム

■GPS携帯電話機■GPS携帯電話機

 
図２．２ webダイアリー調査とGPS付き携帯電話 

 

３．WEB＋GPS調査の活用による調査精度の向上・
効率化 
３．１．調査の効率性 
WEB＋GPS 調査はデータ収集の際に電子化され

たデータが取得できるため，分析に活用するマス

ターデータ作成までの所要時間が効率化される．

その所要時間を紙アンケート調査と比較したもの

が図３．１となる． 
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※時間の比較の対象は，配布からコーディング，エディティング，パ

ンチング，電子データエラーチェックまでを対象．各調査票の作成，

エラーチェックプログラム作成時間は除いている 

図３．１ 調査方法別の電子データ化までの時間

比較 

 

 紙アンケート調査の人的な所要時間は１票あた

り約97.4分、WEB＋GPS調査は、30.2分となり，

紙アンケート調査の約1/3であった． 

これらの集計に関する人的な時間は、直接，コ

ストに響くこととなり、これらのWEB＋GPS調査の

手法が道路交通センサスのような本格的に導入さ

れると，大幅なコストの削減が見込まれる。 

 

３．２．トリップ把握精度の向上 
 WEB＋GPS調査は、紙アンケート調査と比較して

トリップ原単位が向上している（図３．２）。紙ア

ンケート調査は、回答を回想に頼るため、把握さ

れないトリップが存在すると考えられるが、WEB

＋GPS 調査では、常に携帯電話を用いてトリップ

毎に位置をマーキングしたのち、日々WEB ダイア

リーにてトリップ情報を確認しているため、トリ

ップの把握が向上していると考えられる。 
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図３．２ 紙アンケート調査とWEB＋GPS調査の自動

車トリップ原単位 

 

３．３．経路情報の取得と所要時間の把握 
 これまでの紙アンケート調査の場合には、詳細

な移動経路は被験者の回答負荷が非常に大きく起

終点のみの調査が一般的であった。しかしながら、

WEB＋GPS調査については、携帯電話のGPS機能を

用いて、移動経路の把握が可能である（図３．３）。 
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図３．３ WEB＋GPS調査による経路情報の取得 



 

 このような車両の移動の把握は，道路のような

交通インフラに注目すると，交差点間隔（以下，

リンク）の旅行時間が把握可能となる．図３．４

は，その各リンク旅行時間データを活用し，上杉

ら 2)の算定方法から1OD・2経路の旅行時間の平均

と分散を試算したものである．このように WEB＋

GPS 調査では，被験者の行動データから社会イン

フラのパフォーマンスを把握することによって，

渋滞状況のモニタリング、経路やリンク毎の時間

信頼性に基づく事業等の評価、更に交通機関毎の

時間信頼性の評価など様々な利用方法が考えられ

る． 
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※備考：試算は各リンクの時間帯別データが把握できていなかったた

め，日データ（２４時間計）を対象に試算を行った． 

図３．４ 1OD・2経路別の旅行時間の平均と標準

偏差の試算結果 

 

３．４．所要時間情報の精度向上 
 WEB＋GPS調査はGPSによる連続的な移動履歴デ

ータを捉え，それによりトリップ旅行時間が正確

に把握できる．一方，紙アンケート調査は記憶に

よる記入のため、３０分や１０分などのきりの良

い単位でまとめられ回答されていた（図３．５）。

このように WEB＋GPS 調査は所要時間情報の精度

向上に寄与できるため，利用者均衡配分のための

LOS変数の精度向上などに活用が期待される。 
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図３．５ 紙アンケート調査とWEB＋GPS調査のト

リップ時間分布 

４．WEB＋GPS 調査に関する被験者の負荷につい
て 
 調査実施後に各被験者を対象として各調査方法

による回答負荷のアンケートを行い，その結果で

ある調査のやりやすさに対する回答を図４．１に

今後の協力のしやすさに関する回答結果を図４．

２に示す。 

 今回、メールマガジンを通して被験者を募集し

たため、WEB の操作に慣れていることに対する影

響、さらに自主的に参加意志を表明する被験者で

あるという影響はあるが、全体として WEB＋GPS

調査の法がやりやすいもしくは協力しやすい調査

であるという回答となっており、回答負荷は WEB

＋GPS調査の方が少ないと考えられる。 

 

【【やりやすかった調査は？やりやすかった調査は？】】
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図４．１ 調査のやりやすさについて 

 

 【【今後協力しやすい調査は？今後協力しやすい調査は？】】
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図４．２ 今後の調査の協力について 

 



 

５．大規模調査への活用の可能性 
 GPS＋WEB調査については、モニターを対象とし

た調査においては、有料道路の社会実験の効果分

析においても実施例があり、調査手法としては、

実用レベルと考えられる。 

本節では，道路交通センサスやパーソントリッ

プなどの将来交通需要予測などに用いる大規模調

査に WEB＋GPS 調査を適用しようとした場合の課

題について、考察を行う。 

 

①被験者の負荷についての整理 

 現在、道路交通センサスについては、統計報告

調整法に基づき総務省に調査の申請を行い、承認

統計調査として、自動車保有情報より抽出を行っ

ている。統計報告調整法においては、「統計報告の

作成に伴う負担を軽減する」ことを目的としてお

り、総務省申請の際に主に被験者の回答負荷につ

いての審査が行われる。このようなIT調査につい

ては、前述の図 4.1、図 4.2 のが示すとおり、

WEB+GPS 調査の方が被験者の回答負荷は少ないと

いう結果が出ているが、回答従来の紙アンケート

ベースの統計調査とは手法も異なる上、調査期間

もするため回答負荷が増加し被験者の負担も増加

するととらえられるおそれがある。これらについ

ては、今後も知見を重ねていく必要がある。 

 

 ②機器に不慣れな人に対する実施可能性 

 今回の調査においては、メールマガジンを用い

て被験者の募集を行ったため、比較的パソコンや

携帯機器の扱いに慣れた人が集まっているという

ことを考慮に入れる必要があるが、前述のように

紙アンケート調査に比べ、WEB＋GPS調査の方が協

力しやすいという結果が出ている。また、今回被

験者の中に50年代後半の女性もいたが、問題なく

調査が行えた。 

 これらのことから、近年の情報機器の普及を考

えると、WEB＋GPS調査が被験者に受け入れられる

可能性は高いと思われる。しかしながら、これら

の機器に不慣れな者についても考慮を行う必要が

あるため、説明会を実施し、さらに説明会の際に

各被験者のWEB＋GPS調査への適合度を判断し、適

宜紙アンケート調査と併用を行うことにより、こ

れらの問題は回避できると考えられる。 

 

③機器の改良 

今回の調査では、GPS 機能が付いている、通信

機能によりwebとの連携が可能、簡単なプログラ

ムが登載できるなどの理由により、GPS 付き携帯

を採用し、WEB ダイアリーの組み合わせ行い調査

を実施した。携帯電話でアプリケーション機能を

連続使用すると電源の消耗が非常に激しく、今回

の調査においても、数時間ごとの充電が必要であ

った。WEB＋GPS 調査を本格的に実施する際には、

さらに機器の改良が望まれる。 

 

④より実効性の高い調査実施方法の確立 

道路交通センサスにしてもパーソントリップ調

査にしても、何年かに１度の大規模調査となって

いる。WEB＋GPS調査のように、機器を用意する必

要がある場合、このような大規模調査は機器の調

達ということを考えると、非現実的である。機器

の使い回しを考慮しながら、通年で一定周期毎に

被験者を入れ替えながら、調査を実施していくと

いう調査体制を考えていく必要がある。 

また、そのような通年での調査実施体制を考え

た場合、これまでのある１時期の交通行動しか把

握できていなかったものが通年で把握できるよう

になり、観光交通の把握や、季節の変動などを把

握できることになり、よりきめ細かな交通施策に

資する調査を行うことが出来ると考えられる。 

 
６．おわりに 
本論文では、WEB＋GPS調査について、紙アンケ
ート調査と比較しながら、精度の向上、調査の効率

性、大規模調査に適用する際の課題について検討を

行った。GPS+WEB 調査については、調査集計にお
ける人的コストの軽減、所要時間の把握精度向上、

経路情報の取得など、多くのメリットについて実際

の事例で確認を行うことができた。 
しかしながら、道路交通センサスなどの大規模交

通調査についての適用については、課題も多いため

今後も継続的な検討が必要である。 
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